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　尿の悩みは色々あると思います。今回
の講演は～男性編～でしたが、女性の私
にもとても興味深い内容でした。泌尿器
科の病気には主に前立腺肥大症、過活動
膀胱の２つがあり、症状的に似ている部
分もあって、素人判断では間違えやすい
病気なのだということがわかりました。

　55 歳以上の男性の５人に１人の方が
前立腺肥大症に悩まされているとのこ
と、また色々な治療法があることを知り
ました。私の中では治療薬で症状を緩和
するくらいだと思っていましたが、手術、
自己導尿、カテーテル留置、尿道ステン

（２面に続く）

泌尿器科の病気の基本を学んだ

聴覚障害者など 20 人が参加し熱心に学習

兵庫県保険医協会 神戸支部研究会のご案内 

 

日 時  ５ 月 31 日 （土） 14時30分～ 

会 場  兵庫県保険医協会 ６階会議室  

         （神戸市中央区海岸通１－２－３１ 神戸フコク生命海岸通ビル） 

講 師  福沢 公二 先生  

        （神戸大学大学院医学研究科 循環器内科学分野 不整脈先端治療学部門 特命助教） 

共 催  バイエル薬品株式会社 

お問い合わせは神戸支部担当・納富(ﾉｳﾄﾐ)  TEL：078-393-1817 まで 

 

 心房細動診療では「動悸・息切れ」等、患者の訴えに関心が向き易い。しかし、第一に考えるべきは

“心源性脳塞栓症発症のリスク評価に基づいた抗凝固療法の導入・維持”である。各国のガイドライン

においても、CHADS2スコア（C：心不全1点、H：高血圧1点、A：75歳以上1点、D：糖尿病1点、S：脳梗塞・

TIAの既往2点、計6点で評価）に基づく抗凝固療法が推奨されている。 

 数年前までは、ワーファリンが唯一、心房細動に起因する心源性脳塞栓症を予防出来得る薬剤として

使用されてきた。2011年、ワーファリンと同等の脳塞栓予防効果を示した臨床試験を受けて本邦でもプ

ラザキサが認可された。同様の臨床試験を経てイグザレルト、エリキュースが、その後、使用可能とな

った。これらの薬剤は新規抗凝固剤（NOAC；New (Novel) Oral AntiCoagulant drug）と総称される。NOAC

の登場を受けて、2014年2月に心房細動治療（薬物）ガイドラインが改定された。 

NOAC開発の一つの目的はワーファリン療法の煩わしさ（飲み合わせ、食事制限、頻回の採血）の解消に

あった。しかし、NOACも採血検査なくして盲目的に使用できる薬剤ではない。 

 さらに、本来、ガイドラインは「抗凝固療法を安全に広く啓蒙し、心源性脳塞栓発症を抑制する」た

めの“簡便”な指標であるべきと考える。これもまた、しかし、今回の改定版ガイドラインは循環器や

不整脈を専門としない先生方にとって、必ずしも“簡便で解りやすい”ものではないかもしれない。 

 上記の現状を踏まえ、今回は、改定版ガイドラインの概略と実臨床への応用、ワーファリンと各NOAC

の使い方について概説したい。（福沢記） 

 

 

 参加申込書 5/31 神戸支部研究会 

 
地 区        医療機関名              

ご氏名       TEL      FAX      

申し込み FAX 078-393-1802 

心房細動の抗凝固療法に関する最近の話題 

―抗凝固療法に関するガイドライン改訂を踏まえて－ 

　神戸支部も協力する聴覚障害者の医療を考える会 ( いのちを考える会 ) が３月 27

日に、あすてっぷ KOBE で学習会を開催。原泌尿器科病院院長の原章二先生が「尿の

悩み～私だけ特別？～（男性編）」をテーマに講演し、20 人が参加した。感想文を紹

介する。

健康と医療について語り合う会
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（１面から続く）

社保協で国保学習会

国保料値上げに怒りの声

支部ニュースへの投稿を募集しています

電話 078-393-1807/FAX�078-393-1802　e-mail�kuriyama-h@doc-net.or.jp　担当 ；栗山まで

支部ニュースへの投稿を募集しています。
日常診療にかかわることや、主張、趣味のお話などお寄せください。

ト留置などあり、患者の状態によって改
善方法がいろいろ選択できることを知り
ました。中でも切除方法は映像でリアル
に見ることができ衝撃的でした。
　過活動膀胱については 40歳以上の８
人に１人の割合で症状があるとのことで
す。女性でも閉経後のホルモンの関係や
骨盤の緩みにより発症することがあるら
しく、治療薬や骨盤底筋訓練で症状を和
らげることもできるようです。治療薬の
数も増え、場合によっては前立腺肥大症
のようにずっと飲み続けるという必要も
なく、症状によって頓服的な形での服用
方法でも効果はあるようです。
　まず自分にできることは何か？骨盤体

操をして腹筋や骨盤底筋を鍛え膀胱炎に
なりにくいからだ作りをがんばりたいと
思いました。

【Ｔ・Ｆ（参加者）】

原章二先生が分かりやすく解説

県立こども病院
アンケートにご協力を

　神戸支部も参加する市内各区の社会保

障推進協議会（社保協）では、今年から

の神戸市国保の保険料計算方式変更を見

据えた学習会を開催している。４月 11

日には東灘区、灘区の社保協が学習会を

開催。東灘区では社保協神戸市協議会議

長の森口眞義氏が講演し、22 人が参加。

灘区では協会事務局の角屋洋光氏が講演

し、15 人が参加した。東灘区での学習

会の様子を紹介する。

　学習会では算定方式の変更とその影響
を試算も示して詳しく解説。神戸市国保
は各種控除後の所得を国保料の算定用所
得としてきたが、変更後に認められるの
は基礎控除のみとなる。これにより、従
来控除額が大きかった多人数世帯や障害

者を抱える低所得世帯の保険料が急激に
上がることになり、反対の大きな声が上
がった。それを受け、神戸市は「当分の
間」とはしながら、一定額を控除する激
変緩和措置を行うこととした。これを運
動による前進としつつ、あくまで緩和に
過ぎず保険料上昇は避けられない上、恒
久的なものではないためまったく不十分
と指摘。そもそも高すぎる国保料が問題
であり、減額されてきた国庫補助や市の
一般会計からの繰り入れの増額により保
険料を抑え、誰でも安心して加入できる
ようにしなければならないと強調し、国
保法第１条に規定された社会保障として
の国保を取り戻す運動をと呼びかけた。
　参加者からも「社会保障のために消費
税を上げるなど大ウソだ」、「年金も減ら
される中、国保料が上がればまともに医
療機関にかかれない」など、不安と怒り
の声が上がった。社保協では今後、相談
活動とともに請願署名や市民集会の開催
などに取り組む。窓口での案内などに協
力いただきたい。

22 人が学習し怒りの声を上げた

森口氏が新たな保険料算定方式を解説

　協会は兵庫県が進める県立こども病院
のポーアイ移転について、関係者ととも
に「こども病院連絡会」を結成し、移転
反対の運動を進めてきた。運動の中で寄
せられた反対署名は 57,762 筆に及び、
３度にわたり県病院局に提出。移転計画
の撤回を要請してきた。しかし、医療関
係者や患者・市民の声を無視し、県は昨
年 11 月に新病院の工事を着工。2015
年開院を目指し計画が進められている。
　こうした中、「こども病院連絡会」は
今後の運動の方向を検討するため、改め
て移転への意見や不安の声を集めるとと
もに、現在の県立こども病院を分院とし
て残すことなど跡地の利活用について意
見集約のアンケートを実施している。
　今後、神戸支部の会員医療機関にもア
ンケートの見本を届ける予定にしてお
り、窓口での呼びかけなどに協力をいた
だきたい。

お問い合わせは

TEL：０７８－３９３－１８０７まで


